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 資産勘定のストック増減 1.3.2

 

（１） ストックの増減として推計する要因 

資産勘定については、国連 SEEAW ハンドブックでは、図 1.3.2-1 に示す資産勘定の略

図で説明している。  

・ ある期間の期首及び期末のストックレベルである期首及び期末ストック。  

・ 人的活動（リターンなど）及び自然原因（インフロー、降水など）によるものを含む

ストックの増加。  

・ 人的活動（汲み上げなど）及び自然原因（蒸発 /蒸発散、アウトフローなど）によるも

のを含むストックの減少。  

 

 

図 1.3.2-1 資産勘定の略図 

 

また、国連 SEEAW ハンドブックでは水資産の資産勘定に対する標準表（仮設値）を表

1.3.2-1 で説明し、水資源間のフロー表（仮設値）を表 1.3.2-2 で説明している。 

 

表 1.3.2-1 資産勘定（国連 SEEAW ハンドブックの仮設値） 

 

単位：100万㎥

EA1311 EA1314

人工 EA1312 EA1313 雪、氷、 EA132 EA133

貯水池 湖 河川 氷河 地下水 土壌水 合計

１． 期首ストック 1,500 2,700 5,000 0 100,000 500 109,700

　ストックの増加

２． リターン 300 0 53 315 0 669

３． 降水 124 246 50 23,015 23,435

４． 流入 1,054 339 20,137 437 0 21,967

4.a. 上流領域より 17,650 17,650

4.b. 領域内その他の資源より 1,054 339 2,487 0 437 0 4,317

　ストックの減少

５． 汲み上げ 280 20 141 476 50 967

６． 蒸発/実際の蒸発散 80 215 54 21,125 21,474

７． 流出 1,000 100 20,773 0 87 1,787 23,747

7.a. 下流領域へ 9,430 9,430

7.b. 海へ 10,000 10,000

7.c. 領域内その他の資源へ 1,000 100 1,343 0 87 1,787 4,317

  ８． その他の量の変動

９． 期末ストック 1,618 2,950 4,272 100,189 553 109,583

注： 灰色枠は明らかにゼロを示す。
出典：国連のSEEAWハンドブック、SEEAW-land

EA131地表水

ストックの減少

人的活動による

自然過程による

期末ストック

ストックの増加

人的活動による

自然過程による

期首ストック
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表 1.3.2-2 水資源間のフロー表（国連 SEEAW ハンドブックの仮設値） 

 

 

国連 SEEAW ハンドブックをベースにストックの増減で考慮すべき要因は以下のとおり

とした。 

①ストックの増加要因  

a.排水（リターン）  

 排水は、会計年度中の、経済から地表及び地下水へ排水する水の合計量を示す。また、

例えば、灌漑用水、処理及びに未処理排水などの排水した水の種類によって分割する。こ

の場合、内訳には物的供給表の「5.a.水資源へ」を使用する。  

b.降水 

 降水は、蒸発散が起きる前の会計年度中に、基準領域の大気中の湿性降水（雨、雪、雹

など）の量から成る。降水のほとんどは土壌の上に降り、従って、資産勘定の土壌水の列

に記録する。降水は、地表水などのその他の水資源に入るものもある。水は土壌または地

表水（河川、湖など）を通過後、帯水層に到達し、従って、降水は地下水の勘定資産では

示されないと想定する。地下水に対する降水の浸潤は、別の水資源から地下水へのインフ

ローとして勘定に記録する。  

c.流入 

流入は、会計年度中の水資源へフローする水量を示す。流入はさらに次の２つに分割さ

れる 

・他の領域/国からの流入 

国際河川がある国では他国からの境界における流入を計上するが、わが国の場合は該

当しない。 

・領域内のその他の水資源からの流入  

別の資源からの流入は、自然及び人的の双方において領域内の資源間の移転をいう。

例えば、引き水用に構築した運河と同様、浸潤や浸透からの流入を含む。わが国におい

て、これらの流入に関するデータは入手困難と思われる。  

 

②ストックの減少要因  

a.取水（汲み上げ）  

単位：100万㎥

領域内

EA1311 EA1314 その他の

人工 EA1312 EA1313 雪、氷、 EA132 EA133 資源へ

貯水池 湖 河川 氷河 地下水 土壌水 流出

EA1311　人工貯水池 1,000 1,000

EA1312　湖 100 100

EA1313　河川 1,000 293 50 1,343

EA1314　雪、氷、氷河 0

EA132　地下水 87 87

EA133　土壌水 54 46 1,300 387 1,787

領域内その他の資源より流入 1,054 339 2,487 0 437 0 4,317

出典：国連のSEEAWハンドブック、SEEAW-land

EA131地表水
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取水は、最終消費及び生産活動の会計年度中、永久的にまたは一時的に、いずれの資源

からも除外される水の量を示す。水力発電に使用する水もまた、汲み上げの一部と考えら

れる。また、人的活動（農業など）の結果として、土壌からの水の除外と考えられるので、

天水農業での水の使用を含む。従って、天水農業に使用する水は土壌水からの取水として

記録する。内訳には物的使用表の「1.i 水資源から」を使用する。  

b.蒸発/実際の蒸発散  

蒸発/実際の蒸発散は、会計年度中に基準領域内で発生する蒸発と実際の蒸発散の量であ

る。蒸発は、河川、湖、人工貯水池などの水塊から蒸発した水の量に関するものであると

留意する。現実の蒸発散量は、モデル化によってのみ推計することが可能である。  

c.流出 

流出は、会計年度中の水資源から流出する水量を示す。  

・下流領域への流出  

国際河川がある国では他国への流出を計上するが、わが国の場合は該当しない。  

・海/海洋への流出 

 河川や地下水から海への流出が該当する。  

・領域内のその他の資源への流出  

その他の資源からの流出は、自然及び人的の双方において領域内の資源間の移転をい

う。わが国において、これらの流入に関するデータは入手困難と思われる。  

③その他の量の変動  

その他の量の変動は、表のどこにも分類されない水ストックの変動をすべて含む。例え

ば、この項目は、自然災害などで水が失われたり、現れたりするなど、会計年度中に発見

された帯水層の水量を含む。量のその他の変動は余剰を計算する。  

 

（２）降水量 

 気象庁「気象年報」による平成 20 年の観測地点別月別降水量は、表 1.3.2-3 のとおりで

ある。また、国土交通省「日本の水資源（平成 23 年版）」によると、平成 20 年の平均降

水量は 1,484.8mm である（表 1.3.2-4）。 

 平成 20 年の平均降水量 1,484.8mm に国土面積 378 千 km2 を掛けると、平均降水量

5,612.5 億 m3 となる。  
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表 1.3.2-3 降水量（平成２０年） 

 

出典：日本の統計 http://www.stat.go.jp/data/nihon/index.htm 

  

計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

稚 内 796 78 40 27 22 89 53 54 63 80 102 79 112
旭 川 779 a)36 51 19 11 74 52 71 64 77 73 144 110
札 幌 843 111 111 32 6 66 40 64 56 31 100 86 142
根 室 742 7 11 35 56 67 43 93 93 196 73 34 39
函 館 879 43 53 26 25 79 36 178 165 33 58 73 113
青 森 1,085 116 84 17 21 51 95 126 165 39 75 118 182
秋 田 1,256 77 77 67 43 94 68 131 184 60 105 191 162
仙 台 1,349 10 22 40 128 150 102 74 444 96 191 60 35
新 潟 1,530 116 120 53 57 74 54 102 201 94 217 280 164
金 沢 1,859 134 177 144 122 120 139 90 179 138 168 231 219
松 本 1,034 28 33 56 110 156 160 130 142 83 64 43 32
水 戸 1,181 19 54 64 177 164 131 27 183 126 122 65 51
東 京 1,858 18 57 120 240 255 226 48 388 159 205 74 71
八 丈 島 3,436 170 146 434 208 854 430 39 194 229 343 226 165
静 岡 1,956 39 67 229 221 251 323 129 292 146 136 59 67
名 古 屋 1,580 27 52 152 199 212 229 34 340 171 102 41 24
大 阪 1,263 51 61 95 144 219 191 124 82 131 62 50 56
潮 岬 2,690 136 65 189 314 382 311 110 232 401 342 173 40
高 知 2,231 111 48 212 219 464 368 41 168 177 291 111 25
鳥 取 1,900 215 215 174 173 145 221 130 166 104 44 160 155
広 島 1,149 75 39 139 128 190 133 41 114 120 50 63 58
福 岡 1,781 70 52 162 120 164 386 48 419 174 17 91 79
長 崎 1,840 145 61 111 119 215 441 100 126 280 28 111 105
宮 崎 2,797 70 43 129 122 253 723 31 494 554 218 126 36
鹿 児 島 2,346 68 52 107 147 278 631 77 251 428 117 146 46
那 覇 1,621 70 123 246 69 119 153 83 140 268 215 119 20

観  測
地  点

降         水         量   （ mm ）

 a)  準完全値。
資料　気象庁観測部観測課統計室「気象庁年報」
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表 1.3.2-4 降水量の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「日本の水資源（平成 23 年版）」（国土交通省、参考１－２－３） 
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（３）蒸発散量 

 第１回研究会で報告した蒸発散量は、国土交通省「日本の水資源（平成 23 年度版）」に

よると、1976 年～2005 年のデータをもとに国土交通省水資源部が算出した 609mm（国

土面積 378 千 km2 を乗じて、年間 2,302.0 億 m3）である（図 1.3.2-2）。 

また、既存の文献（杉田ら）によるわが国の年間の水収支を示す模式図（山本・高橋(1987)

を修正・加筆、p225）では、蒸発散量は 650mm（国土面積 378 千 km2 を乗じて、年間

2,457 億 m3）である（図 1.3.2-3）。 

 国連 SEEAW ハンドブックによると、「現実の蒸発散量は、モデル化によってのみ推計

することが可能である。」とのことであり、「日本の水資源」ないし既存の文献を使用する

ことは妥当と思われる。また、既存資料9,10からも、降水量が変動しても蒸発散量は変動し

ないという結果も示唆されている。本調査では、データの更新が期待される「日本の水資

源」の値を使用した。 

 

図 1.3.2-2 日本の水資源賦存量と使用量 

出典：「日本の水資源（平成 23 年版）」（国土交通省、図１－３－１） 

  

                                                   
9  近 藤 純 正 （ 東 北 大 学 名 誉 教 授 ） 「 蒸 発 散 と 降 水 量 の 気 候 学 的 関 係 ： 研 究 の 指 針 」 天 気

45(4),269-277,1998-04-30、気象学会、http://ci.nii.ac.jp/naid/110001813983 
10森林水文新聞（京都大学農学研究科森林水文学研究室）「33 年間変化しない蒸発散量」、  

http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/hydronews/hydronews3.pdf 

http://ci.nii.ac.jp/naid/110001813983
http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/hydronews/hydronews3.pdf
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図 1.3.2-3 杉田倫明・田中正「水文科学」の水収支 

 

（４）海への流出 

 海への流出については、図 1.3.2-3 でも示されているように、河川からの直接流出と地

下水からの基底流出がある。図 1.3.2-3 では、両者の合計は 1,150mm であり、これは降水

量 1,800mm と蒸発散量 650mm の差である。 

 したがって、平成 20 年の海への流出量は、降水量 1,484.8mm（国土面積 378 千 km2

を乗じて 5,612.5 億 m3）と蒸発散量 609mm（国土面積 378 千 km2 を乗じて、年間 2,302.0

億 m3）の差分である、875.8mm（国土面積 378 千 km2 を乗じて、年間 3,310.5 億 m3）と

なる（表 1.3.2-5）。直接流出と基底流出は図 1.3.2-3 の比率で按分した。  

 

表 1.3.2-5 降水量、蒸発散量、海への流出量（平成 20 年） 

 

 

  

（単位：上段mm/年、下段：億m
3
/年）

直接流出 基底流出
1,484.8 535.1 949.7 619.4 330.3
5,612.5 2,022.5 3,590.0 2,341.3 1,248.7

国土面積378千km²として計算。

海への流出量降水量 蒸発散量
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（５）河川面積の推計 

 土地白書（平成 23 年度）の「我が国の国土利用の推移」によると、河川面積は「水面・

河川・水路」の一部として報告されている。  

 平成 20 年の「水面・河川・水路」面積は 133 万 ha（13,300km2）（土地白書、平成 23

年度）である。この「水面・河川・水路」面積から、ダム、湖沼、ため池の面積を控除し

た河川（水路を含む）面積は約 8,135km2 と推計される(表 1.3.2-6)。 

 なお、河川総延長は 123,780km（一級河川の総延長 87,956km、二級河川の総延長

35,824km、共に国土交通省）である。 

 

表 1.3.2-6 河川面積等の推計 

 

 

 

 

  

面積(km²) 出典
13,300 133 万ha 土地白書
2,192 219,179 ｈａ ダム年鑑

面積概ね1km²以上 2,357 国土地理院
面積概ね1km²未満 60 環境省

556 農林水産省
8,135

　3 ため池面積

　4 河川・水路の面積 A-(1+2+3)

備考
A水面・河川・水路面積
　1ダム湛水面積

　2 湖沼面積
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1.4 最新基礎データ 

 

 平成 21 年度に収集・整理したデータの最新版（平成 20 年度（年））を収集し、水資源

の利用状況を整理した。 

 

（１）データの収集状況 

 表 1.4-1 に基礎データの収集・整理状況を示す。  

①水の物的供給・使用（詳細表） 

 水の物的供給・使用表（詳細表）の物量単位データは平成 20 年度実績データを収集・

整理した。 

②排出勘定 

 排出勘定の物量単位データは平成 20 年度実績データを収集・整理した。 

 対象地域は三海域（東京湾、伊勢湾、瀬戸内海）の他に、有明海、八代海が追加された。 

③ハイブリッド供給・使用表 

 ハイブリッド供給・使用表の貨幣単位データは平成 20 年度の実績データを収集・整理

した。 

④資産勘定 

 資産勘定の物量単位データの一部は平成 20 年度実績データを収集・整理した。 

⑤品質勘定 

 品質勘定の物量単位データの一部は平成 20 年度実績データを収集・整理した。 

 

（２）平成 20 年度（年）の水資源の利用状況 

 表 1.4-2 に平成 20 年度（年）のデータを使用して更新した水資源の利用状況を示す。  

     平成 18 年度（年）   平成 20 年度（年） 

①取水量  約 6,243 億 m3/y  →  約 5,289 億 m3/y 

  （発電用水 約 5,017m3/y  →  約 4,078 億 m3/y=>発電電力量の低下） 

②使用水量 約 6,109 億 m3/y  →  約 5,155 億 m3/y 

③排水量  約 6,526 億 m3/y  →  約 5,516 億 m3/y 
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表 1.4-1 基礎データの収集・整理状況（その１） 

 

分
類

項目
データ

最新年・年度
出典

水使用形態の区分 - 平成23年版日本の水資源
水資源の利用状況（取水量・使用水量・排水量） 平成20年度 （注1）
生活用水取水量の推移・内訳 平成20年 平成23年版日本の水資源
水道の種類別、経営主体別箇所の推移 平成20年度 水道統計（平成20年度）
年間取水量 平成20年度 水道統計（平成20年度）
生活用水使用量の推移 平成20年 平成23年版日本の水資源
年間給水量 平成20年度 水道統計（平成20年度）
上水道事業における用途別有収水量 平成20年度 水道統計（平成20年度）
都市用水使用量の推移 平成20年度 平成23年版日本の水資源
工業用水取水量の推移 平成20年 平成23年版日本の水資源
工業用水量及び淡水の水源別・用途別用水量 平成20年 平成23年版日本の水資源
淡水の水源別用水量の構成比率 平成20年 平成20年工業統計表
産業中分類別の水源別工業用水量及び用途別工業用水量 平成20年 平成20年工業統計表
工業用水使用量の推移 平成20年 平成20年工業統計表
用排水量の定義 - 平成20年度水質汚濁物質排出量総合調査

特定施設別用水量及び総排水量 平成20年度 平成21年度水質汚濁物質排出量総合調査

農業用水取水量の推移（用途別） 平成20年 平成23年版日本の水資源
農業用水取水量の推移（水源別） 平成20年 平成23年版日本の水資源
水田の水収支（潅漑期間120日） - 「水のはなしⅢ」（高橋裕編）

消雪パイプ使用水量 平成20年度 平成22年版日本の水資源
流雪溝使用水量 平成20年度 平成22年版日本の水資源
養魚用水使用量 平成20年度 平成22年版日本の水資源
年度別発電電力量 平成20年 平成22年版電気事業便覧
発電所の冷却水使用量の推計方法 平成20年度 平成21年版電気事業便覧
水力発電所の年間水使用量 平成21年３月現在 ダム年鑑2011、平成20年度電力調査統計

建築物用等地下水量 平成20年度 全国の地盤沈下地域の概況
温泉利用状況 平成20年度 平成23年版環境統計集
水処理方式別下水処理場数 平成20年度 平成20年度下水道統計
年間下水処理量 平成20年度 平成20年度下水道統計
年度別処理方式別下水処理水量の推移 平成20年度 平成20年度下水道統計
下水処理水の用途別再利用状況（場外利用） 平成20年度 平成20年度下水道統計
利用形態区分別の排出量 - （推計方法を再度検討）
水質総量規制地域における発生負荷量の推移と削減目標量 平成21年度 平成23年版環境統計集
汚濁発生源区分 - 発生負荷量等算定調査報告書（平成22年３月）

平成20年度　都府県及び湾別総括表：三海域 平成20年度 発生負荷量等算定調査報告書（平成22年３月）

平成20年度　有明海総括表 平成20年度 発生負荷量等算定調査報告書（平成22年３月）

平成20年度　八代海総括表 平成20年度 発生負荷量等算定調査報告書（平成22年３月）

湾及び海域別発生負荷量・流入負荷量・流達率 -

水質総量削減における汚濁負
荷削減対策等の最適実施に向
けた検討調査業務報告書（平

成23年３月）

事業場の排出量 平成20年度 平成21年度水質汚濁物質排出量総合調査

下水処理場年間排出量 平成20年度 平成20年度下水道統計
財貨・サービスの供給と需要（名目）平成20年暦年 平成20年 2008年度国民経済計算
産業連関表の集約表・延長表 平成17年・20年 経済産業省ホームページ
収益的収支 平成20年度 水道統計（平成20年度）
給水原価 平成20年度 水道統計（平成20年度）
供給単価 平成20年度 水道統計（平成20年度）
上水道事業の費用構成比の推移 平成20年度 水道統計（平成20年度）
資本的収支 平成20年度 水道統計（平成20年度）
施設別事業費 平成20年度 水道統計（平成20年度）
上水道事業の給水原価と料金 平成20年度 水道統計（平成20年度）
上水道事業における水道料金の推移 平成20年度 水道統計（平成20年度）
下水道における処理原価と使用量単価との比較とその経年変化 平成20年度 平成23年版日本の水資源
水資源関係予算の概要 平成20年度 平成23年版日本の水資源
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表 1.4-1 基礎データの収集・整理状況（その２） 

 

分
類

項目
データ

最新年・年度
出典

水資源賦存量の推移 平成20年 平成23年版日本の水資源
水資源開発施設による都市用水の累計開発水量 平成20年度 平成23年版日本の水資源
ダム等水資源開発施設による近年の河川水開発状況 - ダム年鑑2011
ダム貯水量（上位50） - 「ダム便覧」（財）日本ダム協会ホームページ

一級水系の流況 平成12年 国土交通省河川局HPホームページ

主な湖沼 平成21年 日本の統計2011
人の健康の保護に関する環境基準の項目 - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（河川：利用目的の適応性） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（河川：水生生物の生息の適応性） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（湖沼：利用目的の適応性：全窒素・全燐以外） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（湖沼：利用目的の適応性：全窒素・全燐） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（湖沼：水生生物の生息の適応性） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（海域：利用目的の適応性：全窒素・全燐以外） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（海域：利用目的の適応性：全窒素・全燐） - 環境省ホームページ
生活環境の保全に関する環境基準の類型、基準値（海域：水生生物の生息の適応性） - 環境省ホームページ
地下水の環境基準の項目と基準値 - 環境省ホームページ
水道水の水質基準（50項目） - 厚生労働省ホームページ
健康項目の環境基準達成状況（非達成率） 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

環境基準の達成状況（BOD又はCOD） 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

環境基準達成率の推移（BOD又はCOD) 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

閉鎖性海域の水質状況（COD年間平均値） 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

指定湖沼の水質状況の推移（COD） 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

湖沼における全窒素及び全燐の達成状況の推移 平成20年度 平成20年度公共用水域水質測定結果

地下水質測定結果 平成20年度 平成20年度地下水水質測定結果

（注1）
【出典・推計方法】
（生活用水）
○取水量（小計及び水源別内訳）は「水道統計」（日本水道協会）の年間取水量による。
○取水量の「家庭用水」と「都市活動用水」への振り分けは「水道統計」（日本水道協会）の家庭用使用水量の比率
　を用いて推計している。水源別内訳も同様としている。
　家庭用使用水量の比率＝上水道事業における用途別有収水量の家庭用÷年間給水量の有効水量×100
○使用水量（小計）は「水道統計」の有効水量による。なお、「日本の水資源」（国土交通省）では、国土交通省水
　資源部推計の取水量ベースの水使用量を公表しているが、ここでは「水道統計」の有効水量を使用水量としている。
○使用水量のうち「家庭用水」は「水道統計」の家庭用使用水量による。「都市活動用水」は使用水量（小計）から
　「家庭用水」を差し引いて推計している。
○生活用水（小計）の排水量は環境省「水質汚濁物質排出量調査」のし尿処理施設、下水道終末処理施設、指定地域
　特定施設（し尿浄化槽201～500人槽）の総排水量の合計としている。
　ただし、日量に操業日数（「毎月勤労統計調査」の出勤日数）を乗じて年量へ換算している。
○排水量の「家庭用水」と「都市活動用水」は使用水量の比率で按分した値による。
（工業用水）
○取水量計は「工業統計表用地・用水編」の従業者30人以上の事業所の淡水と海水の計である。日量に操業日数を
　乗じて年量としている。
○水源別内訳は「工業統計表用地・用水編」の従業者30人以上の事業所の水源別内訳による。地表水は公共水道と
　その他の淡水を、地下水は井戸水、その他は海水をそれぞれ計上している。
○使用水量は取水量と同じとしている。
○工業用水の排水量は環境省「水質汚濁物質排出量調査」の代表特定施設のうち3施設（し尿処理施設、下水道終末
　処理施設、指定地域特定施設（し尿浄化槽201～500人槽））を除く全事業場の総排水量合計としている。
　ただし、総排水量は日量に操業日数を乗じて年量へ換算している。
（農業用水）
○取水量計は国土交通省水資源部推計による。水源別内訳も国土交通省水資源部推計による。
○使用水量は取水量から蒸発散量（取水量の22％）を差し引いて推計している。
○排水量は使用水量と同じとしている。
（その他の用水）
○取水量計は使用水量と同じとしている。
○「消・流雪用水」、「養魚用水」及び「発電用水」の水源別内訳は国土交通省水資源部推計による。「その他
　（温泉ゆう出水）」は「地下水」としている。
○使用水量のうち、「消・流雪用水」及び「養魚用水」は国土交通省水資源部推計による。「発電用水」のうち
　地表水はダム年鑑から求めた全水力発電所の単位最大出力当たりの最大水使用量を基に、年間の発電電力量等
　から推計し、その他は火力・原子力発電所の冷却用水を推計し、それぞれ計上している。「その他（温泉水の
　ゆう出量）」は環境省自然環境局「温泉利用状況」による。ただし、温泉水のゆう出量は分量に365×24×60
　を乗じて年量へ換算している。
○排水量は使用水量と同じとしている。
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表 1.4-2 水資源の利用状況（2008 年度、平成 20 年度） 

 

 

 

 

 

 

（単位：億m3／年）

使用水量 排水量

地表水 地下水 その他 回収水

家庭用水 110.97 81.75 26.21 3.01 - 102.28 406.43

都市活動用水 48.09 35.43 11.36 1.31 - 44.32 176.12

小計 159.06 117.18 37.56 4.32 - 146.60 582.55

433.86 52.58 16.95 102.97 261.36 433.86 358.92

546.00 517.30 28.70 - - 424.79 424.79

消雪パイプ 2.33 0.46 1.84 0.03 - 2.33 2.33

流雪溝 5.58 4.93 0.33 0.31 - 5.58 5.58

49.93 28.30 12.63 9.00 - 49.93 49.93

4,077.58 2,420.44 - 1,657.13 - 4,077.58 4,077.58

14.57 - 14.57 - - 14.57 14.57

4,149.98 2,454.13 29.36 1,666.48 - 4,149.98 4,149.98

5,288.90 3,141.19 112.58 1,773.78 261.36 5,155.23 5,516.24

工業用水の回収水を除く取水量合計 5,027.54

下水道に含まれる雨水等の量 435.94

工業用水の回収水を除く取水量＋下水道に含まれる雨水等の量 5,463.49

使用形態区分

取水量

水源別内訳

都市用水
生活用水

工業用水

合計

農業用水

その他の用水

消・流雪用水

養魚用水

発電用水

その他（温泉ゆう出水）

小計
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